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2０２６年８月２３日　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　京都ウエストクラブ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　森　田　惠　三
· Triangle IBC　Taipei Downtownクラブと十勝クラブについて
なぜ国内クラブの十勝クラブがIBCなのかという素直な疑問に答えていくことと、これまでの経緯を語るのが今回のテーマです。
まず通常はTaipei Downtownを略して台北DTとしています。中国語表記は台北城中国際聯青社で、チャーターナイトは１９７５年５月１日です。１９８０年５月５日のウエストより5歳年上なので、時折、5年刻みの記念日を共に祝ってきました。ちなみに十勝クラブは1977年8月27日ですから次男坊というところでしょうか。

それではこれより三者の関係を紐解いていきましょう。
そもそも京都ウエストのIBC交流は、クラブ誕生の翌年１９８1年4月に彦根クラブの紹介により韓国鍾路クラブ（Chongro）を訪問して、ウエストと同じく1980年５月2２日チャーターした正に兄弟クラブだと知って意気投合、翌年の１９８２年7月19日に韓国ソウル国際大会の前日にIBC締結式を挙げたのがウエストの輝かしい国際デビユーとなったのでした。その後はクラブ訪問やコメット（メンバーの子供）の相互ホームステイプログラムを8年間にわたって展開しました。

　一方、台北DTクラブとはすでのIBCであった鍾路クラブの紹介によって交渉後、1991年6月8日下田市での第４６回日本区大会においてIBC締結を、引き続き9月28日には台湾高雄でのアジアエリア大会にて3クラブによるTriangleIBCを締結し、その後5回のTriangle Campを開催するなど深い交流を重ねたほか、2005年4月には台北淡水市の真理大学大礼拝堂・食堂にて台北DT30周年・鍾路・ウエスト25周年合同創立記念祝賀行事を開催し、数々の記念アクトを実施し兄弟の絆を固めました。しかし、2009年残念なことにクラブ内のトラブルが原因となって鍾路クラブが消滅してしまったのでした。

　さて、ここでいよいよ十勝クラブの登場です。
　十勝クラブはウエストの親クラブである京都パレスの元会員だった林　育雄ワイズが北見クラブに移籍3年後、情熱を傾けて1977年8月27日に誕生させたクラブが十勝クラブなのです。
　
当時私は親クラブである京都パレスクラブ第7代会長を務めていたので、真夏の青天下、北海道池田町の「まきばの家」の前庭で行われたチャーターナイトと祝賀パーテイに出席したのでした。
地元の池田高校ブラスバンド演奏をバックに盛り上がった認証状伝達式において、林会長が青空を指差して「限りない宇宙への広がりのように我々は夢と希望をもって未来にも向かって心の輪を広げたい」との力強い決意表明。夜になって満天の星空の下、牧場の草原で開かれた祝賀パーテイでの豪華な牛の丸焼きと十勝ワインの美味しかったこと。思わず私が歌い出した「グローリハレルヤ」の焚火を囲み腕を組んでの素晴らしい大合唱のフイナーレなど感動の連続に終わった一日でした。
　この日の思い出は、私の55年間における数えきれない他クラブチャーターナイト参加経験にあって、あの雄大な十勝平野の美しい自然美溢れる野外で開かれた感激動は、今なお強烈な印象としてえ私の心に刻まれているのです。

　十勝クラブがチャーター後の１９７８年から始めた地域奉仕、とりわけとかち帯広YMCA支援活動資金調達を目的としたポテトフアンド事業は、50年に及ぶ長き間全国約７０を超えるクラブの奉仕活動を支える貴重な資金源となっています。
もとよりウエストも創立以来、ポテトフアンドを親交のシンボルとして相互の交流訪問を重ねていたのでしたが、特にDBC締結を結んでいなかったのです。
ところが北海道の魅力にひかれた台北DTクラブからIBC紹介の依頼が入ってきたので、それならこの機会に十勝クラブを紹介して三角同盟を組もうということになったのです。
　２０１６年８月２６日北海道部会と十勝クラブ４０周年記念例会に台北DTクラブを招待。その後２０１９年７月１９日仙台での 第２８回アジア太平洋地域大会において、Triangle IBC締結を行ない、大会後には秋保温泉ツアーを企画、3クラブの永遠の親交を固めあったのでした。
　
というわけで十勝クラブはDBCでなくIBCとなったのです。
　あの感激の日から早くも今月末には十勝クラブ５０周年記念会を迎えることとなり、お互いの再会を楽しむことになっています。
　５０年近いTriangle IBCの歴史を語るには少々疲れましたが、皆さんにはご理解いただけたでしょうか？
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